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正誤表

●お詫びと訂正
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例題 4─❶─9
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　よって、スイッチが B 側のときのインダクタンス LB は、
　　　LB＝L

となります。
　また、スイッチが A 側のときのインダクタンス LA は、
　　　LA＝L＋L－2M

となります。
　ここで、LA＝LB ですから、
　　　L＋L－2M＝L

　　　2M＝L

となります。

と の位相差として、正しいものは

次のうちどれか。

⑪ p.194

⑫ p.195

図

波線部追加
　よって、t＝5.2［s］を代入すると、

［V］

となります。ここで、sin（312×2π）＝sin（2π）＝0 です。
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